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東京海上・円建て投資適格債券ファンド（年２回決算型）＜愛称 円債くん（年２回決算型）＞ 

 
東京都千代田区丸の内１－８－２ 鉃鋼ビルディング 

お問い合わせ窓口 

東京海上アセットマネジメント サービスデスク 0120-712-016 

受付時間：営業日の９時～17時 

https://www.tokiomarineam.co.jp/ 

 

 

 

 
 

東京海上・円建て投資適格債券ファンド 

（年２回決算型） 
＜愛称 円債くん（年２回決算型）＞ 

 

第27期 運用報告書（全体版） 
 

（決算日 2023年９月25日） 

 

受益者のみなさまへ 

毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお

礼申し上げます。 

さて、「東京海上・円建て投資適格債券

ファンド（年２回決算型）＜愛称 円債

くん（年２回決算型）＞」は、このたび、

第27期の決算を行いましたので、期中

の運用状況をご報告申し上げます。 

今後とも一層のお引き立てを賜ります

よう、お願い申し上げます。 

 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 

追加型投信／国内／債券 

（課税上は株式投資信託として取扱われ

ます。） 

信託期間 無期限（2010年５月28日設定） 

運用方針 
安定した収益の確保と信託財産の中長期

的な成長を目標として運用を行います。 

主要投資 

対 象 

東 京 海 上 ・ 

円建て投資適格 

債 券 フ ァ ン ド 

（年２回決算型） 

「東京海上・円建て投資適

格債券マザーファンド」を

主要投資対象とします。 

東 京 海 上 ・ 

円 建 て 投 資 適 格 

債券マザーファンド 

わが国の法人が発行する

円建ての社債（金融機関劣

後債、生保基金債等を含み

ます。）を主要投資対象と

します。 

投資制限 

東 京 海 上 ・ 

円建て投資適格 

債 券 フ ァ ン ド 

（年２回決算型） 

・株式への実質投資割合

は、信託財産の純資産総

額の10％以下とします。 

・外貨建資産への投資は

行いません。 

東 京 海 上 ・ 

円 建 て 投 資 適 格 

債券マザーファンド 

・株式への投資割合は、信

託財産の純資産総額の

10％以下とします。 

・外貨建資産への投資は

行いません。 

分配方針 

毎決算時に、原則として経費控除後の

繰越分を含めた配当等収益および売買

益（評価益を含みます。）等から、基準

価額の水準、市況動向等を勘案して分

配を行う方針です。ただし、分配対象額

が少額の場合等には、収益分配を行わ

ないことがあります。収益の分配に充

当せず、信託財産内に留保した利益に

ついては、運用の基本方針に基づいて

運用を行います。 
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原則、各表の数量、金額の単位未満は切り捨て、比率は四捨五入で表記していますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と一致し

ない場合があります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

また、－印は組み入れまたは売買がないことなどを示しています。  

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 参 考 指 数 

債   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ 百万円 

23期(2021年９月24日) 9,845 0 0.4 183.425 0.4 99.6 5,557 

24期(2022年３月23日) 9,659 0 △1.9 180.154 △1.8 98.8 5,109 

25期(2022年９月26日) 9,483 0 △1.8 177.978 △1.2 99.1 4,709 

26期(2023年３月23日) 9,405 0 △0.8 177.997 0.0 97.9 4,357 

27期(2023年９月25日) 9,224 0 △1.9 174.132 △2.2 99.1 4,054 
 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しています。 
 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 参 考 指 数 債   券 

組 入 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ 

2023年３月23日 9,405 － 177.997 － 97.9 

３月末 9,406 0.0 178.070 0.0 98.4 

４月末 9,425 0.2 178.604 0.3 99.1 

５月末 9,427 0.2 178.375 0.2 99.1 

６月末 9,464 0.6 178.895 0.5 99.2 

７月末 9,328 △0.8 176.107 △1.1 99.4 

８月末 9,272 △1.4 175.038 △1.7 98.5 

(期  末)      

2023年９月25日 9,224 △1.9 174.132 △2.2 99.1 
 

（注） 騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しています。 

 

参考指数はNOMURA-BPI/Ladder20年です。 

NOMURA-BPI/Ladderは、野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社（以下、NFRC）が公表する、日本の国債でラダー

型運用を行った場合のパフォーマンスを表すインデックスです。 

その知的財産権はNFRCに帰属します。なお、NFRCは、当該インデックスの正確性、完全性、信頼性、有用性を保証するものではなく、ファ

ンドの運用成果などに関して一切責任を負うものではありません。 
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○運用経過 (2023年３月24日～2023年９月25日) 

■期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額および参考指数は、期首（2023年３月23日）の値が基準価額と同一となるように指数化しています。 

（注） 参考指数は、NOMURA-BPI/Ladder20年です。 

 

◇基準価額の主な変動要因 
プラス要因 

・保有する債券の利息収入 

 

マイナス要因 

・基準となる10年国債利回りの上昇に伴い社債利回りが上昇（債券価格は下落）したこと 
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■投資環境 
【国債市場】 

当期の10年国債利回りは上昇しました。 

期初、0.34％程度の水準であった10年国債利回りは、2023年７月には日銀によるYCC（イールドカーブ・コントロール）

運用の柔軟化が意識され、10年国債利回りは0.6％を上回る水準まで上昇しました。その後も日銀の金融政策修正前倒しへ

の警戒感などから10年国債利回りは徐々に水準を切り上げ、0.74％程度で当期を終えました。 

 

【社債市場】 

植田日銀新総裁のもとでの金融政策運営に対する警戒感などから、期初より社債スプレッド（社債と国債の利回り格差）

が拡大し、社債利回りは上昇基調となりました。その後、2023年４月末の日銀金融政策決定会合での金融政策維持の決定を

受けて、市場に買い安心感が広がったことから社債スプレッドは縮小し、社債利回りは低下に転じました。７月に日銀がYCC

運用の柔軟化を発表した後も大きな混乱はなく、相対的に高い利回りを求めて社債市場への資金流入が続きました。しか

し、ベースとなる国債の利回り水準が切り上がったことで、社債利回りは前期末対比で上昇しました。 

 

■ポートフォリオについて 
＜東京海上・円建て投資適格債券ファンド（年２回決算型）＞ 

「東京海上・円建て投資適格債券マザーファンド」を主要投資対象とし、高位の組入比率を維持しました。 

当ファンドの基準価額は、マザーファンドの値動きを反映し、1.9％下落しました。 

 

＜東京海上・円建て投資適格債券マザーファンド＞ 

わが国の法人が発行する円建ての社債を中心に投資し、投資する債券の残存年限を幅広く分散させることにより、年限別

の金利変動リスクを出来る限り平均化させ、インカムゲイン（利息等収益）を中心に安定した収益の確保と信託財産の中長

期的な成長を図ることを目標として運用を行いました。当期の運用経過は以下の通りです。 

当期は、ポートフォリオの利回り維持・向上に配慮しながら、社債（金融機関劣後債、生保基金債などを含む）を中心と

した組み入れを維持しました。組み入れにあたっては、個別企業の信用リスクが変動した際の影響を可能な限り回避するよ

う業種分散を図るとともに、信用力の程度に応じた残存年限を選択しました。また、流動性確保の観点から、国債や政府保

証債、地方債なども保有しました。期末のポートフォリオの平均残存期間は10年程度、平均格付は「AA－」（格付が取得で

きない債券を除く）を維持しました。 

以上の運用の結果、基準価額は1.6％下落しました。 
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■当ファンドのベンチマークとの差異 
当ファンドは運用の目標となるベンチマークを

設けていません。 

グラフは、当ファンドの基準価額と参考指数の騰

落率の対比です。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■分配金 
当期においては、基準価額の水準や市況動向などを勘案して、収益分配を行わないこととしました。収益分配に充てな

かった収益については信託財産内に留保し、当ファンドの運用方針に基づいて運用を行います。 

 

◇分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第27期 

2023年３月24日～ 
2023年９月25日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 190  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

 

  

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金込みです。 

（注） 参考指数は、NOMURA-BPI/Ladder20年です。 
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○今後の運用方針  

＜東京海上・円建て投資適格債券ファンド（年２回決算型）＞ 

「東京海上・円建て投資適格債券マザーファンド」を主要投資対象とし、高位の組入比率を維持します。 

 

＜東京海上・円建て投資適格債券マザーファンド＞ 

2023年７月末に日銀がYCC政策運用の柔軟化を行った後、日銀による次の金融政策修正への警戒感から、国債利回りには

緩やかな上昇圧力がかかっています。加えて、国債利回りの先高観から社債の前倒しの発行が増加しており、新発債の販売

状況に注目が集まっています。しかし、ベースとなる国債利回りの水準が安定すれば、利回りを求めて資金が社債に流入す

るとの見方から、相対的に信用力が高い銘柄を中心に社債利回りもおおむね安定的に推移すると考えます。 

このような環境下、現在のポートフォリオでは、相対的に利回りが高い事業債を中心に組み入れる運用を行っています。

引き続き流動性の確保に留意しながら、信用力および安定性が高いと判断した銘柄でポートフォリオを構成し、残存年限の

分散を図りつつ安定的な運用を目指します。 

 

○１万口当たりの費用明細 (2023年３月24日～2023年９月25日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 27  0.291  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (13)  (0.140)  ＊委託した資金の運用、基準価額の計算、目論見書作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (13)  (0.140)  ＊購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの 
 管理および事務手続き等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 1)  (0.011)  ＊運用財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行の対価 

（b） そ の 他 費 用 1   0.006   (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 1)  (0.006)  ＊監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 28   0.297    

期中の平均基準価額は、9,387円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 消費税は報告日の税率を採用しています。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満を四捨五入しています。 

（注） その他費用は、当ファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有

価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数

で除した総経費率（年率）は0.57％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2023年３月24日～2023年９月25日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
東京海上・円建て投資適格債券マザーファンド 41,373 49,030 239,626 283,626 

 
 
 

○利害関係人との取引状況等 (2023年３月24日～2023年９月25日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2023年９月25日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

東京海上・円建て投資適格債券マザーファンド 3,668,961 3,470,707 4,054,481 
 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 

 

○投資信託財産の構成 (2023年９月25日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

東京海上・円建て投資適格債券マザーファンド 4,054,481 99.2 

コール・ローン等、その他 33,235 0.8 

投資信託財産総額 4,087,716 100.0 
 
 
 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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東京海上・円建て投資適格債券ファンド（年２回決算型）＜愛称 円債くん（年２回決算型）＞ 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2023年９月25日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 4,087,716,294   

 東京海上・円建て投資適格債券マザーファンド(評価額) 4,054,481,014   

 未収入金 33,235,280   

(B) 負債 33,235,280   

 未払解約金 20,690,757   

 未払信託報酬 12,307,934   

 その他未払費用 236,589   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 4,054,481,014   

 元本 4,395,763,220   

 次期繰越損益金 △  341,282,206   

(D) 受益権総口数 4,395,763,220口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,224円 
 

（注） 当ファンドの期首元本額は4,632,880,395円、期中追加設定元本

額は52,319,432円、期中一部解約元本額は289,436,607円です。

（注） 上記表中の次期繰越損益金が△表示の場合は、当該金額が投資

信託財産の計算に関する規則第55条の６第10号に規定する額

（元本の欠損）となります。 

（注） 上記表中の１万口当たり基準価額が、投資信託財産の計算に関

する規則第55条の６第11号に規定する計算口数当たりの純資

産の額となります。 

○損益の状況 (2023年３月24日～2023年９月25日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 有価証券売買損益 △ 67,048,787   

 売買益 2,072,910   

 売買損 △ 69,121,697   

(B) 信託報酬等 △ 12,544,523   

(C) 当期損益金(Ａ＋Ｂ) △ 79,593,310   

(D) 前期繰越損益金 △235,842,110   

(E) 追加信託差損益金 △ 25,846,786   

 (配当等相当額) (   51,566,721)  

 (売買損益相当額) (△ 77,413,507)  

(F) 計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ) △341,282,206   

(G) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｆ＋Ｇ) △341,282,206   

 追加信託差損益金 △ 25,846,786   

 (配当等相当額) (   51,585,227)  

 (売買損益相当額) (△ 77,432,013)  

 分配準備積立金 32,187,000   

 繰越損益金 △347,622,420   
 

（注） (A)有価証券売買損益は、期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (B)信託報酬等は、消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） (E)追加信託差損益金は、信託の追加設定の際、追加設定をした

価額から元本を差し引いた差額分です。 

（注）分配金の計算過程は以下の通りです。 

項 目 当 期 

a. 配当等収益(費用控除後) 2,650,025円 

b. 有価証券等損益額(費用控除後) 0円 

c. 信託約款に規定する収益調整金 51,585,227円 

d. 信託約款に規定する分配準備積立金 29,536,975円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 83,772,227円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 190円 

g. 分配金 0円 

h. 分配金(１万口当たり) 0円 
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